
 

富山冬期交通確保連携会議（臨時拡大版） 

 

 

日 時 令和３年１月２７日（水） 
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１．富山冬期交通確保連携会議について

○ 富山県内の冬期道路交通確保をより確かにするため、大雪・寒波による道路の不通や交通渋滞などを回避

及び障害回復のための冬期道路交通確保を行う関係機関との連携方策を検討し、雪に強い道路管理を推進

することを目的として平成１９年１月に設立。

＜今後の開催方法について＞
・富山河川国道事務所への参集を基本とする。

［資料１］



２

１．富山冬期交通確保連携会議について

雪害対策重点道路網

［資料１］
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■国道８号（富山市手屋～中島）の対応経緯
1月 8日15:00 北陸道（黒部IC～金沢森本IC）通行止め ※17:05朝日IC迄延伸
1月 8日22:00 災害対策基本法に基づく道路区間指定
1月 8日23:30 北陸道（朝日IC～金沢森本IC）通行止め解除
1月 9日 1:20 集中除雪のため通行止め
1月 9日 6:00   集中除雪完了、通行止め解除
1月11日18:30 災害対策基本法に基づく道路区間指定の廃止
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２．大雪に対する取り組みと課題（国道８号）

○ 災害対策基本法に基づく道路区間指定及び通行止めを行い、集中除雪を実施。
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■国道８号（射水市白石）の対応経緯
1月 9日 5:30 災害対策基本法に基づく道路区間指定
1月 9日 5:30 放置車両排除・除雪開始
1月 9日 6:30 除雪完了
1月11日18:30 災害対策基本法に基づく道路区間指定の廃止

迂回路

［資料２］
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２．大雪に対する取り組みと課題（能越自動車道）

２
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富山県道路公社管理区間
（完成４車線）

スタック車両発生（上り） スタック車両発生（下り）

滞留車発生
（最大75台）

災害対策基本法適用区間

■車両滞留の発生経緯
1月 9日 9:14 氷見南IC付近でスタック車両を確認 ※スタック車両発生→救助の繰り返し
1月 9日12:30 通行止め開始（氷見IC～高岡IC） ※氷見IC側から除雪開始
1月 9日14:45 高岡北IC～高岡ICの滞留車両を確認（75台）

⇒除雪車が高岡北IC～高岡ICへ向かう
1月 9日16:00 39台救助（残り36台）
1月 9日23:30 33台救助（残り3台） ※うち１台は放置車両（乗員不在）
1月 9日23:45 滞留車両に対して支援物資を配布
1月10日 0:10 災害対策基本法に基づく道路区間指定（灘浦IC～高岡IC）
1月10日 1:00 滞留車両乗員2名をホテルへ移動（1:30ホテル着） ※滞留車両乗員保護完了
1月10日 5:20 2台救助（残り1台）
1月10日12:00 滞留車両全て救助
1月11日18:30 集中除雪完了、通行止め解除

○ スタック車両の発生により、高岡北IC～高岡IC間において最大75台の滞留が発生。

○ 災害対策基本法に基づく道路区間指定及び通行止めを行い、滞留車両の救助及び集中除雪を実施。

○ 滞留車両乗員に対して、支援物資の配布、燃料給油、宿泊施設の提供を実施。

通行止め

滞留車両乗員への支援
集中除雪状況

※後日CCTVにより確認
1月 9日10:52 高岡北IC～高岡ICスタック車両発生（下り） → 滞留開始
1月 9日12:02 高岡北IC～高岡ICスタック車両発生（上り） → 滞留開始

［資料２］
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■課題と対応案

３

課 題 対応案

①予防的な通行止めができなかったこと ・大雪且つ大型車滞留が見込まれる場合には、タイミングを逃さず予防的に通行止め、集中除
雪を躊躇なく行う。

・スタック車両の早期発見（カメラのチェック体制確保）

②滞留大型車の救助に時間を要したこと ＜救助に関する対応＞

・立ち往生車の重量に応じた牽引車の早期手配（チェーン装着除雪車、布製チェーン配備）。

・滞留車の救助のための人員体制を確保する。

・中央分離帯開口部やUターン路、救助（退出）場所の事前把握と現地の準備を行う。

＜支援に関する対応＞

・水や食料等の救援物資を備蓄、確保する。（継続）

・県市町村との協力関係を再確認する（支援体制、一次避難所の確保等）。

・対応状況の情報発信を行う。

③正確な現地状況把握ができなかったこと ・スタック車両の早期発見（カメラのチェック体制確保）

・ドローンの活用（災害協定）

２．大雪に対する取り組みと課題（能越自動車道） ［資料２］
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令和３年１月２７日 

道 路 課 

令和２年度富山県道路除雪計画について 

１ 道路除雪対策本部の開設 

期 間：令和２年１１月１３日（金）から令和３年３月３１日（水）まで 

２ 計画の概要 ※下線部は昨年度からの主な変更点

（１）車道除雪の徹底 

・県管理道路 2,483.1ｋｍのうち、2,314.4ｋｍ（93.2％）を除雪(昨年より 0.2ｋｍ増)

・降雪初期における除雪を徹底し、交差点やバス路線の除排雪を優先的に実施

・凍結防止剤を適時・適切に散布し、路面凍結対策を実施（散布道路延長 550.2ｋｍ）

（２）歩道除雪の推進 

・歩道総延長 1,609.0ｋｍのうち、1,081.1ｋｍ（67.2%）を除雪（昨年より 0.8ｋｍ増）

・通学路、駅や公共施設等へ通じる歩行者の多い歩道の早朝除雪を実施

（３）冬期道路情報提供の充実 

・路面監視カメラ画像 59 箇所、積雪量 27 箇所、路面温度 26 箇所を公開

・雪道における注意事項や危険箇所を掲載したパンフレットを配布

（４）安定的な除雪体制の維持 

○新・除雪機械の運行状況を GPSの位置情報で把握し、除雪業務管理の効率化を図る。

・県保有機械を 10台増強して 467台とし、民間保有機械と合わせて計 730台を配備

（除雪協力企業数：315社） 

（５）道路管理者等との連携 

・高速道路の通行止め発生時における道路管理者間の連携体制を構築

・倒木危険箇所の合同パトロールを実施

（６）県民との協働による除雪の推進 

・交差点等にスコップを常備する「雪と汗のひとかき運動」を実施（計 150箇所）

・住民等による通学路の歩道除雪を推進（県保有機械を貸与 計 29地区）
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計画の実施内容 

- 10 - 

４．除雪出動基準 

(1) 基準内容

出動基準は、原則として次表のとおりとする。

ただし、その他特別の事由等により対策本部長、実施部長が特に必要と認めた場合にも出動するも

のとする。 

ア．車道除雪

イ．歩道除雪

出動分類 

作業区分 出 動 基 準

新雪除雪 新降雪深が10cmを超え、気象情報等からさらに降雪が予想されるとき。

路面整正
１．路面に残雪等があり、放置すると交通困難な状態となるおそれのあるとき。
２．連続降雪による圧雪の成長防止や、路面の平坦性を確保する必要のあるとき。

圧雪処理
１．路面圧雪厚さが10cmを超えるとき。
２．気温の変化や通行者のかく乱作用などで圧雪の性質が変わり、極端な不陸が生
　　じ交通障害の原因となるおそれのあるとき。

拡幅除雪
連続した除雪作業により、路側の雪（雪堤）が大きくせり出し、必要幅員の確保が
困難となり、交通困難を引き起こすと判断されるとき。

運搬排雪
拡幅除雪が特に難しい人家連坦部や交差点等で、交通可能な幅員確保が困難になる
と判断されるとき。

凍結防止剤散布
降雪の有無にかかわらず、気象情報等により気温が０℃以下になり、路面が凍結し
交通障害の発生が予想されるとき。

項 目 内 容 備 考

確保すべき状態 長靴、防寒靴で歩行可能。 自転車は対象としない。

除 雪 幅 1.0m程度以上とする。

除雪後の残雪深
５cm 以下を標準とするが、除雪工法等からやむを得ない
場合は10cm 以下とする。

出 動 基 準

歩道上の積雪深が20cm を上回っている場合を標準とす
るが、その出動時期は、下表のとおり分類する。なお、
早朝歩道除雪区間においては、積雪深が10cm を上回る
場合を標準とする。

豪雪時等状況によっては、一
時出動停止としても可

ランク 呼 称 内 容 適　　用　　区　　間

A 早 朝 除 雪
早朝、昼間を問わず、必要なときに除
雪を行う。

除雪の必要性がきわめて高いところ（交通量が特に
多く、通学路等重要区間で、道路構造上も除雪が容
易な区間）

B 昼 間 除 雪 昼間の必要なときに除雪を行う。
除雪の必要性が高いところ（交通量が特に多く、道
路構造上も除雪が容易な区間）

C 連続降雪後除雪
2～5日程度の降雪のおさまった後、除
雪を行う。

除雪が必要な一般的な区間

D そ の 他 春先等に除雪を行う。 交通量等からみて除雪の必要性が低い区間

※ 但し、地域の利用形態等を考慮し、この基準を適用することが不適当な場合は別に定めることができる。

令和２年度 道路除雪計画（富山県土木部）【抜粋】 
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計画の実施内容 

- 11 - 

(2) 作業区分

ア．新雪除雪作業

本作業は新雪を路側等へ除去することである。 

平地部では除雪トラック・除雪グレーダ、道路勾配の急な山間部では除雪ドーザによる作業が主

体となるが、いずれも圧雪を生じさせないよう早朝作業の必要がある。 

イ．路面整正・圧雪処理作業

 本作業は、除雪グレーダ・除雪ドーザ等により路面にある残雪や圧雪を除去することであるが、

圧雪の発達による交通渋滞を防ぐため、作業の早期取り組みが特に重要である。 

ウ．拡幅除雪作業

本作業は、除雪トラック・除雪グレーダ・除雪ドーザ等により、雪堤をさらに路側へ押しのける

作業やロータリ除雪車を用いて路側の雪を吹き飛ばす作業等であり、地形・雪提や人家連坦の状況

等により適切な方法を選定しなければならない。 

作業にあたっては、沿道家屋に支障を与えたり、街路樹、道路標識、ガードレール、スノーポー

ル等を損傷しないよう特に注意する必要がある。

エ．運搬排雪作業

 本作業は、路側の雪をスノーローダ・ロータリ除雪車等を使用して、ダンプトラックに積み込ん

で捨てることである。本作業を実施すべき主な箇所は次のとおりである。 

(ｱ) 市街地及び人家連坦の狭隘な道路

(ｲ) 拡幅作業困難な交差点

(ｳ) 跨線橋、高架橋

(ｴ) 両切り取り（堀割り）で路側部の狭い区間

(ｵ) 住民協力による歩道除雪区間（歩道からの排雪を処理）

オ．凍結防止剤散布作業

本作業は、路面凍結によるスリップで危険な区間や、交通渋滞を引きおこす恐れのある区間に凍

結防止剤を散布する作業である。 

主な散布必要箇所は、次のとおりである。 

(ｱ) 急勾配、急カーブ区間

(ｲ) 橋梁、高架橋の取付部

(ｳ) 主要な交差点

(ｴ) 日陰で凍結の生じやすい箇所

カ．歩道除雪作業

本作業は、住民協力も得ながら、ショベルまたはロータリ系歩道用除雪機械等により、実施する。 

本作業における重点項目は、次のとおりである。 

(ｱ) 通学路、駅や公共施設等へ通じる歩行者の多い歩道を重点的に実施する。

(ｲ) 歩行者の多い、通学路や主要な駅等に通じる歩道で早朝除雪を実施する。

(ｳ) 雪みち計画に位置づけされた路線に対し、除雪レベルの見直しを行い重点的に実施する。

令和２年度 道路除雪計画（富山県土木部）【抜粋】 
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道　路　課 道　路　課

北陸道 国道８号 北陸道 国道８号

通行止 通行止 通行止 通行止

1:00 5 45 -2.3 1:00 1 128 -1.1
2:00 6 51 -2.3 2:00 128 -1.1
3:00 7 58 -2.5 3:00 127 -1.4
4:00 4 62 -2.4 ◎スタック(R359） 4:00 126 -1.4
5:00 2 64 -2.2 5:00 1 127 -1.5
6:00 3 67 -1.8 6:00 126 -1.7 除雪完了　６：３０

7:00 1 68 -1.6 7:00 1 127 -1.3 車が流れ出す

8:00 0 68 -1.4 8:00 126 -1
9:00 0 68 -1.5 9:00 126 -1

10:00 1 69 -1.5 10:00 125 -0.5
11:00 3 72 -1.4 12:15事前Web ◎スタック（安田） 11:00 125 -0.2
12:00 3 75 -1.1 13:00 1⽉10⽇ 12:00 124 0
13:00 2 77 -1.1 富山～滑川 （⽇） 13:00 121 0.6

1月8日 14:00 4 81 -1.2 小杉～黒部 14:00 120 0.8
（金） 15:00 2 83 -1.1 森本～黒部 ◎スタック（古沢） 15:00 118 1.5 ◎スタック（五歩一）

16:00 83 -1 夕方ごろから渋滞が発生 夕方ごろから渋滞が発生 16:00 117 0.5
17:00 1 84 -1.1 森本～朝日 富山方面は著しい渋滞発生 ◎スタック（五歩一） 17:00 116 -0.5
18:00 83 -1.1 18:00 115 0.1
19:00 4 87 -1.2 ◎スタック（五福８区） 19:00 114 -0.4
20:00 1 88 -1.2 小矢部～朝日 ◎スタック（野町） 20:00 113 -0.3
21:00 4 92 -1.2 22:00 　上下線とも動かない 21:00 112 0.1
22:00 5 97 -1.2 災対法に基 22:00 112 0.4
23:00 3 100 -1.4 ずく区間指定 23:00 2 114 0.2
0:00 100 -1.4 解除23:30 0:00 1 115 0.5
1:00 1 101 -1.4 1:20 1:00 115 0.4
2:00 1 102 -1.4 2:00 2 117 0.4
3:00 101 -1.4 手屋～中島 ◎スタック（峠茶屋） ◎スタック（安田、古沢）3:30頃 3:00 1 118 0.3
4:00 100 -1.6 　　　　一旦流れた区間ある 4:00 118 0.2
5:00 100 -2.1 　5:00通行止め（安野屋～野町） 　5:00通行止め（根塚～古沢） 5:00 2 120 0.2
6:00 100 -2.4 6:00 　 ◎スタック（五福８区） 6:00 2 122 0.2
7:00 2 102 -2.1 7:55 7:00 3 125 0.2
8:00 3 105 -2.7 小杉～朝日 8:00 125 0.3
9:00 2 107 -2.2 ◎スタック（古沢） 9:00 124 0.5 9:30通行止め解除

10:00 8 115 -2.3 　再度、渋滞発生 10:00 123 0.6
11:00 115 -1.9 12:00 11:00 123 0.5

1⽉9⽇ 12:00 2 117 -1.8 滑川～朝日 1⽉11⽇ 12:00 121 1
（⼟） 13:00 3 120 -1.7 ◎スタック（五福８区） 　国472号渋滞 （⽉） 13:00 120 1.5

14:00 1 121 -1.4 14:00 118 1.8
15:00 1 122 -1.3 故障車、スタック（古沢） 15:00 116 2.1
16:00 1 123 -1.1 富山方面動かない 16:00 115 2.2
17:00 123 -1.1 　新湊平岡線滞留 17:00 114 1.3
18:00 122 -1.1 18:00 113 0.9
19:00 2 124 -1.1 19:00 113 0.6 19:00部分解除（安野屋～茶屋町）

20:00 123 -1 20:00 112 0.6
21:00 3 126 -1.2 21:00 111 0.4
22:00 126 -1.1 22:00 111 0.3
23:00 126 -1.2 23:00 110 0.1
0:00 1 127 -1.1 0:00 109 0.2 1/12 1:15解除（茶屋町～野町）

※気象情報は、富⼭気象台（富⼭）データ引⽤ ※気象情報は、富⼭気象台（富⼭）データ引⽤
※除雪時間は速報値であり、今後、修正する場合がある。 ※除雪時間は速報値であり、今後、修正する場合がある。
※スタック情報は、確証度が⾼い主なものを記載 ※スタック情報は、確証度が⾼い主なものを記載

摘 要県道富山高岡線
県道富山小杉線
県道高岡小杉線

大雪に係る対応経過

日 時 降雪量 積雪量 気温

大雪に係る対応経過

日 時 降雪量 積雪量 気温 県道富山高岡線
県道富山小杉線
県道高岡小杉線

摘 要

除雪(⾼岡)
その他1:21〜4:53
富⼭⾼岡4:53〜7:35

除雪①(富⼭）
その他1:00〜4:24
富⼭⾼岡4:24〜7:05
スタック渋滞以外は除雪完了

除雪②(富⼭)
富⼭⾼岡4:13〜4:42

渋滞引き返す
その他4:42〜6:00
五福８区6:00〜7:06

除雪(富⼭)0:10〜8:38
除雪(⾼岡)1:42〜8:44

除雪(富⼭⼩杉)0:16〜5:52
除雪(⾼岡⼩杉)1:09〜6:53

除雪(⾼岡⼩杉)1:02〜10:04
①除雪(その他) 1:11〜4:30
除雪(富⼭⼩杉)5:00〜12:00

②除雪(その他）1:00〜4:00
除雪(富⼭⼩杉)5:30〜12:00

除雪(富⼭)
五福〜茶屋町17:15〜21:00

除雪(⾼岡⼩杉)21:40〜18:06

除雪(富⼭)
五福〜野町23:00〜4:00

除雪(富⼭⼩杉)0:45〜8:00
8:00〜11:25

除雪(富⼭⼩杉)0:39〜7:34

除雪(⾼岡⼩杉)19:00〜21:45

除雪(富⼭)23:25〜7:45
除雪(⾼岡)0:25〜9:23

1
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● ： 設置箇所 59箇所

路面監視カメラ
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Japan  Meteorological  Agency

気象庁 守ります人と自然とこの地球 富山地方気象台

顕著な大雪に関する富山県気象情報

重大な災害の発生する可能性が高まり、一層の警戒が必要となるような短
時間の大雪が見込まれる場合※に、見出し文のみの短文情報として、速やか
に発表。

平成30年度12月から北陸地方（新潟県、富山県、石川県、福井県）で試行。
令和元年12月から「本運用」として実施（北陸地方、山形県、福島県）。

顕著な大雪に関する富山県気象情報 第○号
令和元年××月××日△△時△△分 富山地方気象台発表

（見出し）
○○で××日△△時までの３時間に○○センチの顕著な降雪を観測しました。この強い雪
は××日昼過ぎにかけて続く見込みです。○○では、大規模な交通障害の発生するおそれが
高まっています。

（本文）
なし

※警報基準期間の半分（3～6時間）で目安（警報基準のおおむね1.2倍）となる量の2/3が
降った段階（おおむね警報基準の8割）で、今後の降雪量予想等を踏まえて情報を発表。

［資料２］

2
0



Japan  Meteorological  Agency

気象庁 守ります人と自然とこの地球 富山地方気象台

顕著な大雪に関する富山県気象情報

情報名 発表時刻 内容

顕著な大雪に関する富山県気象情報
第８号

令和３年１月７日２２時１４分
砺波で７日２２時までの３時間に２３センチの顕著
な降雪

顕著な大雪に関する富山県気象情報
第１０号

令和３年１月８日０６時２９分
朝日で８日６時までの３時間に２２センチの顕著な
降雪

顕著な大雪に関する福井県気象情報
第１０号

令和３年１月８日０９時３４分
大野市で８日９時までの６時間で３９センチの顕著
な降雪を観測

顕著な大雪に関する福井県気象情報
第１２号

令和３年１月８日１１時３２分
福井市で８日１１時までの６時間で２４センチの顕
著な降雪

顕著な大雪に関する石川県気象情報
第８号

令和３年１月８日１２時４６分
加賀南部の山地では、８日１２時までの６時間で５
４センチの顕著な降雪

顕著な大雪に関する新潟県気象情報
第１０号

令和３年１月８日１６時２２分
上越市高田では、８日１６時までの３時間に２６セ
ンチの顕著な降雪

顕著な大雪に関する石川県気象情報
第１１号

令和３年１月８日１９時２５分
珠洲で８日１９時までの６時間で２５センチの顕著
な降雪

顕著な大雪に関する福井県気象情報
第１７号

令和３年１月９日１４時０４分
福井で９日１４時までの６時間で２５センチの顕著
な降雪

顕著な大雪に関する新潟県気象情報
第１６号

令和３年１月１０日０４時４９分
新潟県の観測によると、糸魚川市南押上で、１０日
４時までの３時間に２６センチの顕著な降雪

［資料２］
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１

■ 直轄国道において、渋滞が発生
①降雪時に立往生車両や交通事故が起点となり渋滞が発生
②圧雪が解け始め凸凹道になったことにより走行速度低下、立往生車両により渋滞が発生
③通常２車線ある道路が１車線のみの通行となったため渋滞が発生（消雪装置区間でも車線が減少）

通称“黒管理”
くろかんり

圧雪状態

圧雪が解けて凸凹道

雪が多く
黒管理
できない

通
常
の
除
雪

大
雪
時
の
除
雪

３．今後の対応について （大雪時の渋滞） ［資料３］



２

圧雪による悪路（国道８号）

２車線が１車線に減少（国道４１号）

滞雪の運搬・排雪（国道８号）

消融雪装置区間（国道４１号）

除雪体制の改善点の確認 出控えの事前広報

■ 今後の対応

３．今後の対応について （大雪時の渋滞） ［資料３］



○ 引き続き、大雪前の緊急発表や記者会見による呼びかけを実施する。

○ 実施済みの高速道路の通行止め事前予告について直轄国道でも対応を検討

○ 気象情報発表や降雪状況に応じて、記者発表等様々なメディアでの情報発信を検討

３

■北陸自動車道の通行止め事前予告
（可能性のある区間を公表）

⇒ 直轄国道においても対応を検討

緊急発表

大雪前の緊急発表・記者会見

３．今後の対応について （出控えの事前広報） ［資料３］



４

○ 冬期交通確保道路ネットワークの対象路線の情報収集

○ 連携会議からの情報発信（ Twitterや記者発表により冬期交通確保道路ﾈｯﾄﾜｰｸの対象路線の情報を発信）

○ SNSを活用した情報収集

Ｔｗｉｔｔｅｒでの情報提供（富山河川国道事務所の例）

除雪状況混雑状況 路面状況

記者発表（富山河川国道事務所の例）

⇒ 冬期交通確保道路ネットワークの対象路線についても情報発信していく

■ ＳＮＳからの情報収集

冬季確保ネットワークを対象
通行している人からの投稿から情報収集

手法や信憑性の確認方法を検討

各道路管理者が
現地確認

情報発信

記者発表 SNS

除雪やスタック車両の救助

助手席の人や
通行止め時

３．今後の対応について （除雪・渋滞等の情報発信のあり方） ［資料３］



富山冬期交通確保連携会議

今回のような災害級の大雪を踏まえ、当面、早急
に実施する対応として、学校や企業に対して、休校
やテレワーク、休暇制度、帰宅時の会社待機などの
外出抑制を県・市町村・企業団体等に促していく。

富山県の
「令和３年１月７日～11日大雪に係る交通対策の検証会議」へ申し送り（案）

５

［資料３］
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